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日建・レンタコムカップ 

第２２回全日本学生女子ヨット選手権大会 

 

 

開 催 地 ： 愛知県蒲郡市海陽ヨットハーバー沖 

 

大会期日： 平成２５年９月２０日（金）～ 平成２５年９月２３日（月） 

 

共同主催： 全日本学生ヨット連盟  中部学生ヨット連盟 

 

公 認 ： （公財）日本セーリング連盟 【Ｈ２５－１４】 

 

後 援 ： 蒲郡市、蒲郡市教育委員会、蒲郡市体育協会 

愛知県ヨット連盟、日本４７０協会、日本スナイプ協会 

 

特別協賛 ： 日建・レンタコムグループ 

 

協  賛  ： サントリーホールディングス株式会社  サントリーフーズ株式会社   

        明治商工株式会社 

 

協 力 ： 海陽ヨットハーバー 

 

レース公示 

 

１．規  則 

１. 本大会は「セーリング競技規則２０１３－２０１６」（以下 ＲＲＳ）に定義された

規則を適用する。但しこれらの規則等のうち、本帆走指示書(以下 指示)によって変

更されたものを除く。 

２. ＲＲＳ付則Ｄは適用しない。ＲＲＳ付則Ｐの「セール番号」を「エントリー番号」

に置き換え適用する。 

３. 最新の４７０クラス学連申し合わせ事項、最新のスナイプクラス学連申し合わせ事

項、全日本学生ヨット連盟規約を適用する。 

４. ＳＣＩＲＡ規則公認の運営規則は適用しない。 

５. 規則４１に以下を付け加えて適用する。艇は同一校の他の艇より援助を受けること

ができる。 

６. 規則８７に基づき、４７０クラス規則の規則Ｅ４．３（ｂ）を次のとおり変更する。

国際４７０級学連仕様艇については「ラダー・ブレードの厚みは、最小 20mm 最大 24 

mm の均一な厚さでなければならない」を削除する。 

 

２．競技種目 

国際４７０クラス．国際スナイプクラス 

    

３．広  告 

  国際４７０クラス、国際スナイプクラスは艇体の添付Ａに示す位置に、学連申し合わせ

事項にもとづき所属大学名のステッカーを貼らなければならない。 
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４．日  程  

９月２０日         （金） 受付 計測 ９：３０～１６：００ 

    

９月２１日 （土) 受付 計測 ８：００～１０：００ 

  競技運営説明会 １０：００～１０：３０ 

  開会式 １１：００～１１：３０ 

    

  １日目の最初のレース スタート予告信号予定時刻 

  国際４７０クラス              １３：００ 

  国際スナイプクラス            １３：０５ 

    

９月２２日  （日） ２日目の最初のレース スタート予告信号予定時刻 

  国際４７０クラス ９：００ 

  国際スナイプクラス ９：０５ 

    

９月２３日  （月） ３日目の最初のレース スタート予告信号予定時刻 

  国際４７０クラス ９：００ 

  国際スナイプクラス ９：０５ 

    

  表彰式及びレセプションパーティー １７：００～ 

１. 本大会のレース数は、各クラス最大８レースとし、各クラス１レースをもって成立と

する。 

２. １日に実施するレース数はレース委員会の裁量によるものとする。 

３. 各日程における各クラスの次のレースはそれぞれ可能となれば、引き続き実施する。 

４. ９月２１日、９月２２日は１５：３１以降、２３日は１２：０１以降に予告信号は発

せられない。 

 

５．資格及びエントリー 

１. 加盟大学に学籍があり入学してから４年以内の女子で、エントリー表に登録済みであ

ること。 

２. １チーム選手３名とするが、ヘルムスマンの変更は認められない。 

３. 選手は全日本学生ヨット連盟規約６条を満たしていること。 

４. 選手は２０１３年度（公財）日本セーリング連盟会員であること。 

５. 国際スナイプクラスの選手は２０１３年度ＳＣＩＲＡ登録済みであること。 

６. 参加チームの監督およびコーチは(公財)日本セーリング連盟会員であること。 

７. ダブルエントリーは認めない。 

８. 各水域の出場推薦枠は原則として両クラスとも、各水域の予選エントリー数のパーセ

ンテージにより与える。詳細については以下の通りとする。但し、参加艇数が各クラ

ス３５艇に満たない場合は、各水域の代表者の推薦により、大会会長の承認を得た上

でエントリーを認める場合がある。 
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小数点以下は繰り上げる。 

 

６．艇 

１. 艇は原則自己所有艇とするが、レース委員会の承認を得た場合、チャーター艇も 

可とする。 

２. 艇は２０１３年度団体登録済であること。 

３. 国際スナイプクラスの艇は２０１３年度ＳＣＩＲＡ登録済であること。 

 

７．セ ― ル 

１. 各チームが持参し、１セットの予備セールを含んだ２セットまでとする。  

２. 同一のセール番号、同一のエントリー番号を同時に使用してはならない。       

３. オリジナルのセール番号に数字・形象等を付加した、各クラス協会に登録されてい

ないセール番号を使用してはならない。 

４. 国際４７０クラスのメインセールとスピンネーカーのセール番号は同一でなければ

ならない。 

５. レース中、セールにレース委員会が準備したエントリー番号を添付Ｂにて指定され

た位置に貼り付けなければならない。これはＲＲＳ７７及び付則Ｇを変更している。 

 

８．参加申込み方法 

参加資格のあるチームは『別紙申込書類一式』『エントリー料・リコール番号料の振

込み領収書のコピー』を平成２５年８月６日(火)１７時までに郵送もしくは、電子メー

ルで必着すること。 

郵送先 

郵便番号 514－0061 

住  所 三重県津市一身田上津部田 1504－108 

  氏  名 中西 真紀 

  電話番号 090－5853－3897   E-mail:511139@m.mie-u.ac.jp 

 

振り込先  

三菱東京 UFJ 銀行 松阪支店 店番５３２ 普通００９０１４３ 

口座名義 全日本学生ヨット選手権（ゼンニホンガクセイヨットセンシュケン） 

 

    振り込みは、大学名と個人名を両方記入の上振込して下さい。 

    例 アイチダイ アイチタロウ 

 

 

 

 

予選エントリー数 推薦枠数 

7 艇以下 全艇出場を可とする 

8～14 艇以下 予選エントリー数の 80％を可とする 

15・16 艇 12 艇を可とする 

17 艇以上 予選エントリー数の 70％を可とする 
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９．参加料 

エントリー料  国際４７０クラス．国際スナイプクラス １３，０００円/艇 

エントリー番号料                    ２，１００円/艇 

ひし形マーク料（国際４７０クラスのみ）           ４００円/艇 

  

１０．帆走指示書の交付 

１. 平成２５年８月９日（金）までに各水域学連委員長宛に送付するとともに、愛知県

ヨット連盟のホームページへ掲載する。 

２. 帆走指示書に対する質問は、９月１４日（土）までに参加申し込み郵送先に到着す

るように、文書で提出の事。 

質問に対する回答は、競技運営説明会開始までに公式掲示板に掲示される。 

 

１１．受  付 

参加チームは大会本部で次の書類を提出し受付を完了させなければならない。 

① 選手の(公財)日本セーリング連盟会員証。 

② 監督・コーチの(公財)日本セーリング連盟会員証又はそのコピー。 

③ 国際４７０クラスは計測登録証明書及び INTERNATIONAL 470CLASS MESUREMENTFO 

を、国際スナイプクラスは計測証明書。 

④ 国際スナイプクラスの選手の SCIRA 登録会員証。 

⑤ 支援艇・応援艇登録書 

 

１２．得  点 

１. 艇のシリーズ得点は、完了したレースが５レース以下の場合、全レースの合計得点

とし６レース以上完了した場合、最も悪い得点を除外したレース得点の合計とする。 

２. 総合成績は、両クラスに各１艇以上参加した大学を対象とする。得点は、各大学で

最も得点の良かった両クラスの１艇の最終得点を加算し、合計得点の少ない大学を

上位として順位を付ける。タイとなった場合は、規則Ａ８を適用する。 

 

１３．コース 

添付 Ｃ の見取り図はレグ間の通過するマークの順序及びそれぞれのマークを通過 

する側を含むコースを示す。 

 

１４．安全規定 

（１）スナイプクラスは､下記安全装備を搭載し､何時でも使用できるようにしておか

なければならない｡ 

１．５kg 以上のアンカーと直径８ｍｍ以上、長さ１５ｍ以上のアンカーロープ 
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１５．賞 

賞は次のように与えられる。 

１．総  合  １位 全日本学生ヨット連盟会長盾（持ち回り）、賞状 

                総合優勝旗(持ち回り)  

２位・３位  賞状 

２．各クラス １位     関山杯、優勝旗（持ち回り）、賞状、賞杯 

２位・３位  賞状、賞杯 

４位～６位  賞状 

３．最優秀選手賞 関山恭子記念賞旗（持ち回り） 

 

１６．支援艇・応援艇 

       海陽ヨットハーバーから出艇する支援艇・応援艇を持込む場合、その艇は毎日上架出

来る仕様であること。 

但し、インフレータブルボートを除き、海陽ヨットハーバーにて常時保管されている

艇については、この限りでない。 

 

１７．責任の否認 

１. 競技者は、自分自身の責任において本大会参加している。 

(ＲＲＳ４「レースをすることの決定」を参照) 

２. 主催団体は、本大会前、本大会中、本大会後に関連して受けた物的損傷または個人の

負傷、もしくは死亡に対するいかなる責任を否認する。 

 

１８．問い合わせ先 

  中部学生ヨット連盟 委員長 氏名：前野 百合江 

     TEL ：090-4254-6818   E-mail : show41259814range@yahoo.co.jp 
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添付Ａ：艇体へのステッカー貼り付け位置 

 

             180 ㎜     180 ㎜    180 ㎜ 

                             字体： ゴシック 

           180 ㎜                    色 ： 黒 

                             太さ： 25 ㎜ 

                           40 ㎜      40 ㎜ 

  

・大学名シールは、各大学 （ または水域 ）で作成する。（±10%の誤差は認める） 

・貼付位置は前部デッキのステムから後方 1800 ㎜より後ろ近い部分の両側板部分とする。 

 

                               １８００mm  

船尾側               船首側 

30mm    

 

                                  

 

＊取り付け位置の若干の誤差は無視する。 

 

 

添付Ｂ：セールへのエントリー番号貼り付け位置 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エントリーナンバーは、セールのトップパネル上部の左右の中心付近に取り付けること。 

スタボーとポートのナンバー、クラスマークがそれぞれ重ならないようにすること。 

リコール番号はスタボー側が上にくるようにすること。 

国際４７０クラスは、赤色ひし形マークを取り付けること。 

 

720 

エントリー番号 
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添付 C：コース見取り図 

 

国際４７０クラス、国際スナイプクラス 

 

                   Ｗ 

 

            

           １            １ 

 

      ２ 

      

           ３            ３        

 

 

           ４            ４       ４   ﾌｨﾆｯｼﾝｸﾞﾏｰｸ 

 

 

 

      

    ｱｳﾄｻｲﾄﾞﾏｰｸ     レース委員会信号艇 

                                        レース委員会艇 

 

 

（ Ｓ－１－２－３－１－４－Ｆ） 

 

 

 

 

以 上  


